
今月の聖句 ひかりのこどもと してあゆみなさい。
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人間の出発点は創造神によって創られたことです。創世記には「神は土から人を像（かたち）あ

る者として造り、鼻から神の息（霊魂）を吹き込まれて、生きるものとなった。」（創世記２章７節）と記

されています。したがって、人間の肉体は、いつかはまたもとの土に帰りますが、霊魂は永遠に不滅で

す。

冒頭の言葉、「光の子」の部分を「神の子」と言い換えるなら「神の子らしく生きなさい」ということ

になりますが、神の子らしくより、光の子の方が広がりと深さがあるような気がします。人間が神の子（光

の子）として、神が望まれる世をつくっていけば、世界は平和となり、争いや憎しみもなくなり、まことに理

想的な社会が生まれます。

「三つ子の魂百まで」。幼い時から、神の子として自分を尊び、他人を敬うことを身につけておけ

ば、長じては、立派な社会人として世の中に必要な人材となります。ここに幼児教育の真骨頂があ

るのです。 牧師・前理事長 池田公栄

２０１８年度 年主題〈イエス様とともに生きる～愛の交わりの中で〉
0･1･2歳児７月主題 「ふれる」 3･4･5歳児７月主題 「交わる」

月のねがい 月のねがい
◎保育者の祈る姿にふれ、イエス様を身近に感じる ◎生活の中で賛美したり祈ったりする気持ちが生まれ、その
◎水や砂、土に触れてあそぶ 気持ちを表す
◎保育者と一緒に夏の遊びを楽しむ ◎好きな遊びを深めながら、生き物や友だちとの交わりが楽しくなる
◎沐浴や温水あそびをして、気持ちよく過ごす ◎自分の思いや意見を伝えようとする

◎体を洗ったり、着替えたり、木陰で休んだりすることを快く感じる

８月の行事予定

１日（水） 夏期保育

２１日（火） 夏期保育（８月誕生会）

未定 夏期おやぢ保育

さあ！７月です。わくわくしますね。夏祭り、年長児のお泊まり保

育、そして海あそび！子どもたちは、楽しみにしている反面初め

ての事に不安だったり、気持ちが落ち着かなかったり・・と心も騒

ぎます。

そんなある日、またもやガリバーさんからの手紙がこすもす組

へ届きました。

「私の仲間を助けてほしい・・」と。その仲間は、「緑の服を着た雨の

大好きな子」とあり、みんな探し回り、とうとう見つけました。何気

ない日常をちょとした仕掛けで子どもたちはワクワクし、心躍らせ

ます。それが、行く行くは生きる力に繋がっていくのだと信じなが

ら子どもたちと過ごす毎日です。後日、ガリバーさんから「ガリバ

ー村に招待したい」と、お泊まり保育への招待を受けた年長児で

す。

先月、私は、県私立幼稚園協会の主任会に参加しました。そこ

で、学んだのが「ペップトーク」です。これは、今スポーツ界の中で

はとても注目されており、「アメリカで監督やコーチが競技前に選

手に向けて行う激励のメッセージ。短くてやる気が出て背中を一

押しする言葉。」がペップトークなのだそうです。言葉と体は一体

で、言われたことを脳はイメージし、それが現実になり、マイナス

な言葉は脳が反応し、そうならないでほしい方へ不思議と向かっ

てしまうのだそうです。でしたらポジティブな言葉がけを日頃か

ら意識していきましょう！という話でした。

なかなか難しいのですが、意識するのとしないのとでは全然違

います。ポジティブな言葉をたくさん使ってその子の持っている

力をうまく引き出せたらいいですよね。

・忘れ物しないで→しっかり準備してね

・騒がないで→静かにね

・ボケッとしないで→集中しよう!
・負けるな→全力で！ 森山
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園

長

７月の行事予定

４日（水） 海遊び 4･5 歳児・弁当日

５日（木） 海遊び 2･3 歳児

６日（金） 七夕事業所訪問

７日（土） 夏祭り・弁当日（2.3 号）

９日（月） 市営プール遊び（年中長児）

１２日(木) ７月誕生会

21・22 日 お泊まり保育（年長児）

１９日(木) １学期終園式(1号:午前保育)
新採用職員紹介

５月から保育教諭

として加わりました

荷福結美子です。

主にもも組で小さい

お友だちの担当をし

ます。どうぞよろし

くお願いします。

さんがいます。そういう配慮のできるお子さんを背後で支え

前回に引き続き、お子さんとの簡単なコミュニケーション てくださってるいる方々にも感謝する思いです。

法をご紹介したいと思います。 このように、子どもの理解に合わせたこの方法は、思いや

りの心を育むとともに、言葉の意味や使い方のモデルになり

＜子どものしていることや、気持ちを言葉にして話す＞ ます。

例えば、ボールを投げるときには「エイッ」、物を持ち上

げるときには｢ヨイショ｣など日常的に使える場面はたくさん ＜大人のしていることや、気持ちをことばにする＞

あります。 例えば「お父さん、絵本を読もうかな」とか、ままごとを

その他遊びの場面ではお子さんの様子を観ながら実況中継 しながら「にんじん、切るよ」など言葉にすることで子ども

のように行動と気持ちを言葉にします。例えばお絵描きをし の注意をひき、遊びの中で自然に表現の手本を示すことがで

ているとき「赤色鉛筆をもって･･･チューリップをかきます。 きます。「○○ちゃんもやりたいね」「もっと遊びたかった

かわいく描けた！次は･･･何色にしようか迷って･･･黄色にし ね」など、＜子どもの気持ちを言葉にする＞と合わせて使う

ました。そして･･･ひまわりを描きました。上手にできたな」 ことで”あなたとわたし”の理解や、共感姓の発達を促す効

など、親が注目してくれている幸福感の中で、その動作を楽 果も期待できます。

しみ、物事への意欲を育むことができます。 子どもの反応をキャッチしながら、子

また転んだときには「痛かったね」と、気持ちを受け止め どもにストレスがかからないコミュニケ

て代弁しましょう。自分が持った嫌な感情も周りの人から認 ーションをしていくことで、子どもは安

めて受け止めてもらえた経験の積み重ねは、他者との信頼関 心して他者と関わり、自己肯定感を高め

係を築く力になります。私たち大人も同じですね。そして助 て、集団の中でも長所を発揮できるよう

けてもらった経験は、他者を助ける力にもなっていきます。 成長していきます。

園でも、例えばおもらしをしてしまったお友だちがいたら、

先生よりも素早くお着替えを取りに行って渡してくれるお子 木口屋（心理士）


